Blog #12 Stone Faceと笑顔

　私は内弟子の頃、ある女生徒達の間であだ名をつけられていたらしい。それは「カッコイイ」とか「ステキ」などというものではなく、「Stone Face」であった。また、「目が怖い」とも言われていたらしい。なんとなく、そういう話は人伝えに耳に入ってくるのだ。

　普通なら「なんて失礼な」とか「sweet face」の間違いだろうと言うところだが、私はこの噂を褒め言葉と受け取った。

　というのも、私のその当時の目標は“表情を変えず、感情を抑え、稽古に好不調の波をつくらない”というものだったからだ。

　普通、誰でも肉体的・精神的に調子のいい時は表情も軽やかに、稽古も楽しそうにこなす。でも逆の時は、なかなかそうは出来ない。ちょっと疲れている時、昨日蹴られた足が痛い時、お腹をこわした時、夏の暑い日、冬の寒い日、何か心配事がある時、稽古の最中息が上がって苦しい時、相手がとても強い時、知らず知らずに表情に出てしまうものである。

　でも、もしトーナメントで相手がきつい顔や痛そうな表情を出したなら、私はすかさず連打を加えてチャンスをものにする。実力のあるファイターなら絶対そうする。

　だから、空手を学ぶ者は“押忍”と言って自分の感情をコントロールすることも学ばねばならないと思う。
　私は内弟子時代、一つの特別の思い出がある。たしか、内弟子を2年ぐらいした頃の正月の新年会の席でである。おせちといってもおでんだが、私達は最高師範とテーブルを囲み、ちょっとお酒も飲み、ごちそうを食べ、１人５曲くらい、いや時にはもっと歌を唄う。そして、新年会の終わりの頃、昨年の反省と今年の抱負を言う。

　私は「昨年は表情をおさえ、稽古に好不調の波をつくらないように頑張ったが、とても難しかった。今年もトライしたい。」というようなことを言った。多分、御本人は憶えていないと思うが、最高師範は「テツはあまり（好不調を）見せなかったぞ」と言われた。

　これはお世辞かもしれないが、お世辞でも、そういう言葉はなかなか聞かれないのだ。私はゾクゾクと感動し、「ヨシッ」と心の中で叫んだ。

　自己満足でなく、女生徒のウワサでもなく、最高師範に少しでも認めてもらえたのが嬉しかった。

　もちろん良い事ばかりではなく、「頑固者」「石頭」「もっと○○○しろ」など言われる事の方が多いのだが、私は悪い事は忘れる術を持っているので、今は良い事しか憶えていない。

　さて、現在は私の目標は打って変わって“クラス中ニコニコと笑みを絶やさない”という事である。特に子供のクラスの時だ。もちろん技を出す時ニコニコしている訳ではないが、子供と話す時、ニコニコ出来るようトライしている。だいたい元々がいかつい顔なので、あまりムッとしていると子供が怖がるのだ。
　内弟子の頃、クラスの始めに「Line up」と大声でどなったら、フリーレッスンに来ていた５歳くらいの男の子がワ～～～と泣き出し、お母さんにしがみつき帰ったまま二度と見ることはなかった。

　本当は笑顔やユーモアというのは教えるのにとても大切なのだ。空手の先生だからと、いつも怖い顔をしていればいいというものではないのだ。厳しさと笑い（ユーモア）のバランスが上手くとれた時、クラスはキュッとしまり、教える方も、教わる方もエキサイトした楽しいクラスとなる。

　最高師範の言葉で「厳しさと優しさと夢とユーモア」というのが私が空手を教える上での指標でもある。

　ただ、いつも表情を殺しているのと、ニコニコしているのでは、どちらが難しいかといえば、私には後者の方が断然難しい。

　何度言っても生徒が聞かない時、トライしない時、ただもうやる気のなさが目に表れている時、頭でっかちになって自分の技にひたっている生徒、白帯で習った技を１年も２年もたっても覚えていない生徒、口答えをされた時、疲れている時、上級の帯としての自覚を見せない生徒。なかなかニコッと笑ってやさしく話しかけるのは大変である。

そこは空手の先生。基本に戻って“押忍”である。明日もクラス前に顔の筋肉をもみほぐし、気合と笑顔でいこうと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　押忍
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